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参考資料
子ども虐待評価チェックリスト（確認できる事実および疑われる事項）
評価　３：強くあてはまる　２：あてはまる　１：ややあてはまる　０：あてはまらない

子どもの様子（安全の確認） 評　価
不自然に子どもが保護者に密着している
子どもが保護者を怖がっている
子どもの緊張が高い
体重・身長が著しく年齢相応でない
年齢不相応な性的な興味関心・言動がある
年齢不相応な行儀の良さなど過度のしつけの影響が見られる
子どもに無表情・凍りついた凝視が見られる
子どもと保護者の視線がほとんど合わない
子どもの言動が乱暴
総合的な医学的診断による所見

保 護 者 の 様 子 評　価
子どもが受けた外傷や状況と保護者の説明につじつまが合わない
調査に対して著しく拒否的である
保護者が「死にたい」「殺したい」「心中したい」などと言う
保護者が子どもの養育に関して拒否的
保護者が子どもの養育に関して無関心
泣いてもあやさない
絶え間なく子どもを叱る・罵る
保護者が虐待を認めない
保護者が環境を改善するつもりがない
保護者がアルコール・薬物依存症である
保護者が精神的な問題で診断・治療を受けている
保護者が医療的な援助に拒否的
保護者が医療的な援助に無関心
保護者に働く意思がない

生 活 環 境 評　価
家庭内が著しく乱れている
家庭内が著しく不衛生である
不自然な転居歴がある
家族・子どもの所在が分からなくなる
過去に虐待歴がある
家庭内の著しい不和・対立がある
経済状態が著しく不安定
子どもの状況をモニタリングする社会資源の可能性

� 厚生労働省ホームページより抜粋



京都府歯科医師会は、全ての子ども達の
安全と健全な育成を見守っています。
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